
ふるさと納税を有効に活用
買物バス運行拡充、ふたば袖崎・大高根保育園開園、楯岡高校跡地利用の提案　ほか

待ち望んでいた新しい園舎が完成し、入園式を迎え笑顔の子どもたち
＜4月8日　ふたば袖崎保育園＞

2017. 05. 01 No.1222
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特
集　

ふ
る
さ
と
納
税
を
有
効
に
活
用

た
く
さ
ん
の
寄
付
金
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す

ふ
る
さ
と
納
税
寄
付
金
を
有
効
に
活
用

　
ふ
る
さ
と
納
税
は
税
収
の
地
方
間
格
差
に
悩
む
自
治
体
を
応
援
す
る
制
度
で
、
村
山

市
に
寄
せ
ら
れ
る
寄
付
額
も
年
々
増
加
し
て
い
ま
す
。
今
で
は
市
の
貴
重
な
財
源
の
一

つ
と
な
っ
た
ふ
る
さ
と
納
税
の
市
事
業
へ
の
活
用
な
ど
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

　
ふ
る
さ
と
納
税
と
は
？

　
ふ
る
さ
と
納
税
は
平
成
20
年
か
ら
開

始
し
た
寄
付
制
度
で
、
寄
付
者
は
２
、

０
０
０
円
を
超
え
る
部
分
の
寄
付
額
に

対
し
て
所
得
税
、
住
民
税
の
控
除
が
受

け
ら
れ
ま
す
。

　
昨
年
の
熊
本
地
震
や
新
潟
県
糸
魚
川

大
火
の
際
は
、
支
援
を
募
る
新
た
な
方

法
と
し
て
、
災
害
支
援
の
観
点
か
ら
も

注
目
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
寄
付
者
に
地
域
の
特
産
物
を

返
礼
品
と
し
て
送
る
こ
と
で
、
特
産
品

の
Ｐ
Ｒ
や
地
域
産
業
の
活
性
化
と
い
う

効
果
も
生
み
出
し
て
い
ま
す
。

　
寄
付
額
は
年
々
増
加

　

村
山
市
に
寄
せ
ら
れ
た
平
成
28

年
度
の
ふ
る
さ
と
納
税
寄
付
額
は

約
7
億
1
千
万
円
。
年
々
増
加
し

て
お
り
、
前
年
度
と
比
較
し
、
約

4
億
4
千
万
円
の
大
幅
増
と
な
っ
て
い

ま
す
（
下
表
参
照
）
。

　
ふ
る
さ
と
納
税
で
は
寄
付
者
が
そ
の

使
い
道
を
希
望
す
る
こ
と
が
で
き
、
村

山
市
で
は
７
つ
の
事
業
の
中
か
ら
選
ぶ

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
昨
年
度
、
使
い
道
と
し
て
最
も
希
望

が
多
か
っ
た
事
業
は
、
子
育
て
支
援
事

業
で
し
た
。

   

返
礼
品
で
市
の
魅
力
を
発
信

　
村
山
市
で
は
サ
ク
ラ
ン
ボ
な
ど
の
果

樹
や
米
、
牛
肉
な
ど
の
農
畜
産
物
、
清

酒
な
ど
を
中
心
に
返
礼
品
を
送
っ
て
い

ま
す
。
4
月
に
は
新
し
い
返
礼
品
カ
タ

ロ
グ
が
完
成
し
ま
し
た
。
魅
力
的
な
市

の
特
産
品
を
さ
ら
に
広
く
Ｐ
Ｒ
し
て
い

き
ま
す
。

　
現
在
の
返
礼
品
に
つ
い
て
は
、
ふ
る

さ
と
納
税
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
「
ふ
る
さ

と
チ
ョ
イ
ス
」
ま
た
は
「
さ
と
ふ
る
」

で
ご
覧
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
返
礼
品
カ
タ
ロ
グ
を
知
り
合
い

に
お
送
り
し
た
い
方
な
ど
は
、
政
策
推

進
課
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

23年度

24年度

25年度

26年度

27年度

28年度

0 ２億円

206万円／27件

586万円／154件

1,302万円／406件

4,395万円／1,294件

２億6,683万円／17,129件

７億1,088万円／53,444件

６億円４億円 ８億円

表　村山市へのふるさと納税寄付額と件数の推移 ■
問
合
せ
／
政
策
推
進
課
地
域
振
興
係

☎
内
線

421
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特集　ふるさと納税を有効に活用

特
集　

ふ
る
さ
と
納
税
を
有
効
に
活
用

　学ぶ意欲と能力がある経済的に就学
が困難な子どもの高校・大学等への進
学を応援するため、29年度から給付
型奨学金の給付を開始します。高校進
学への給付は県内初の取組みです。

　市内への定住を促し、にぎわいを
維持していくため、市内に住宅を新
築または土地・中古住宅を購入する
場合に最大100万円を補助します。

　子育て環境を整備するため、しろ
はと・新町保育園を統合した新設
保育施設の整備に対し補助を行いま
す。

　自動車の運転が難しい高齢者など
の足を確保し、買物や通院をしやす
くするため、楯岡・戸沢地域におい
て、無料の買物バスを実証運行しま
す。

　スポーツ振興や国際交流、観光客
数の増加を図るため、東京オリン
ピックに向けたブルガリア新体操
チームの事前キャンプを6月に実施
します。公開演技会も開催します。

　子どもたちの通学路の安全や防
災、魅力ある市街地づくりのため、
楯岡東根温泉線の道路整備に着手し
ます。

寄付金を活用した平成29年度事業の紹介

■村山市夢応援奨学金事業 ■子育て応援定住促進対策事業 ■新設保育施設整備事業

■買物バス実証運行事業 ■東京オリンピック・パラリンピック
　事前キャンプ誘致事業

■楯岡東根温泉線整備事業

　平成28年度のふるさと納税寄付金から返礼品などの経費を除いた額のうち、約1億8,700万円を平成29年
度の各種事業に活用します。
　下で紹介している主な事業のほかにも、中学3年生までの医療費の無料化、住宅リフォームに対する補
助、宅地造成事業など、さまざまな施策の財源として活用します。
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特
集　

無
料
買
物
バ
ス
運
行
拡
充

　

市
は
昨
年
度
か
ら
楯
岡
地
域
の
北

部
・
東
部
な
ど
の
交
通
空
白
地
域
に
お

け
る
買
物
弱
者
対
策
と
し
て
、
買
物
バ

ス
を
運
行
し
て
い
ま
す
。
5
月
15
日
か

ら
は
こ
れ
ま
で
の
運
行
ル
ー
ト
に
加

え
、
戸
沢
地
域
と
楯
岡
地
域
を
結
ぶ

ル
ー
ト
で
も
運
行
を
開
始
し
ま
す
。
利

用
は
無
料
で
す
。

　
買
物
に
限
ら
ず
、
ど
ん
な
目
的
で
も

乗
車
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
ど

う
ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
戸
沢
地
域
へ
の
買
物
バ
ス
運

行
開
始
に
合
わ
せ
て
、
楯
岡
地
域
を
巡

回
す
る
バ
ス
の
運
行
時
刻
が
変
更
に
な

り
ま
す
。

　
2
路
線
の
運
行
ル
ー
ト
や
停
車
場
ご

と
の
時
間
な
ど
詳
細
に
つ
い
て
は
、
対

象
地
域
に
5
月
15
日
号
の
市
報
と
と
も

に
チ
ラ
シ
を
配
布
し
ま
す
の
で
、
ご
覧

く
だ
さ
い
。

戸
沢
と
楯
岡
を
結
ぶ
ル
ー
ト
の
運
行
を
開
始
し
ま
す

無
料
買
物
バ
ス
運
行
拡
充

■
問
合
せ
／
市
民
環
境
課
生
活
環
境
係

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
☎
内
線

114

▼
運
行
期
間

5
月
15
日

（月）
～
平
成
30
年
3
月
30
日

（金）

※
土
曜
・
日
曜
日
、
祝
日
、
休
日
、
12

月
29
日
か
ら
1
月
3
日
は
運
休
し
ま

す
。

▼
主
な
運
行
経
路
と
運
行
時
刻

　
2
路
線
と
も
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
で
1
日

2
往
復
し
ま
す
。

■
運
行
経
路

・
戸
沢
地
域

　
宮
下
公
民
館
か
ら
白
鳥
公
民
館
、
戸

沢
小
学
校
、
反
田
、
大
槇
会
館
、
河
島

山
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
、
浮
沼
、
ヤ
マ
ザ
ワ

村
山
駅
西
店
な
ど
を
経
由
し
て
Ｊ
Ｒ
村

山
駅
西
口
ま
で
運
行
し
ま
す
。

・
楯
岡
地
域
（
こ
れ
ま
で
と
同
じ
）

　
ひ
ば
り
保
育
園
か
ら
湯
沢
公
民
館
、

法
務
局
、
ヤ
マ
ザ
ワ
村
山
店
、
山
形
銀

行
・
荘
内
銀
行
支
店
な
ど
を
経
由
し
て

Ｊ
Ｒ
村
山
駅
東
口
ま
で
運
行
し
ま
す
。

・戸沢地域～楯岡地域

往路 1 便 2 便 復路 1 便 2 便

宮下公民館発 9:00 14:00 村山駅西口発 10:40 15:40

戸沢小学校前 9:08 14:08 ヤマザワ村山駅西店 10:42 15:42

大槇会館東 9:13 14:13 大槇会館東 10:58 15:58

ヤマザワ村山駅西店 9:29 14:29 戸沢小学校前 11:03 16:03

村山駅西口着 9:31 14:31 宮下公民館着 11:11 16:11

・楯岡地域内

往路 1 便 2 便 復路 1 便 2 便

ひばり保育園前発 9:50 14:50 村山駅東口発 11:35 16:35

楯岡地域市民センター前 9:59 14:59 ヤマザワ村山店 11:43 16:43

市民会館前 10:07 15:07 市民会館前 11:47 16:47

ヤマザワ村山店 10:12 15:12 楯岡地域市民センター前 11:55 16:55

村山駅東口着 10:20 15:20 ひばり保育園前着 12:05 17:05

■運行時刻　　※時間はおおよその目安です。

特集　無料買物バス運行拡充
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ふ
た
ば
袖
崎
・
大
高
根
保
育
園
開
園
、
楯
岡
高
校
跡
地
利
用
の
提
案

　
ふ
た
ば
大
高
根
保
育
園
内
に
は
、
市

内
3
か
所
目
と
な
る
「
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
ど
ん
ぐ
り
広
場
」
が
新
た
に
開

所
し
ま
し
た
。
4
月
11
日
に
は
、
地
域

の
高
齢
者
と
子
ど
も
た
ち
が
触
れ
合
う

「
じ
ば
サ
ロ
ン
」を
開
催
。
イ
ベ
ン
ト
終

了
後
も
親
子
が
セ
ン
タ
ー
内
の
す
べ
り

台
な
ど
の
遊
具
で
遊
び
な
が
ら
、
マ
マ

同
士
の
交
流
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
は
イ
ベ
ン
ト

が
な
い
日
で
も
利
用
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
ど
の
地
域
の
方
で
も
、
ど
う
ぞ

お
越
し
く
だ
さ
い
。

※
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の
イ
ベ
ン
ト

情
報
は
7
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
「
楯
岡
高
等
学
校
用
地
の
利
活
用
と

中
心
市
街
地
の
再
生
」
は
、
平
成
27
年

度
に
策
定
し
た
第
5
次
村
山
市
総
合
計

画
の
最
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
位
置
付

け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
を
受
け
、
市
で
は
市
民
、
楯
岡

元
気
な
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
、
市
議

会
、
県
な
ど
の
関
係
機
関
で
構
成
す
る

「
旧
楯
岡
高
校
跡
地
利
活
用
検
討
市
民

会
議
」
を
立
ち
上
げ
、
昨
年
11
月
か
ら

今
年
の
4
月
ま
で
、
計
5
回
の
会
議
を

開
催
し
ま
し
た
。

　
第
5
回
市
民
会
議
で
は
、
各
委
員
か

ら
提
案
さ
れ
た
内
容
を
ま
と
め
、
市
長

へ
の
報
告
と
意
見
交
換
を
行
い
ま
し

た
。
提
案
内
容
に
つ
い
て
は
、
下
の
と

お
り
で
す
。

　
今
後
は
、
市
民
会
議
の
提
案
内
容
を

県
へ
要
望
事
項
と
し
て
提
示
し
て
い
く

と
と
も
に
、
市
の
利
活
用
方
針
の
一
つ

と
し
て
活
用
し
て
い
き
ま
す
。

■
問
合
せ
／
政
策
推
進
課
政
策
企
画
係

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
☎
内
線

272

　
袖
崎
地
域
と
大
高
根
地
域
に
0
歳
か

ら
5
歳
の
子
ど
も
を
預
か
る
「
認
定
こ

ど
も
園
ふ
た
ば
袖
崎
保
育
園
」
「
認
定

こ
ど
も
園
ふ
た
ば
大
高
根
保
育
園
」
が

開
園
し
ま
し
た
。

　
4
月
8
日
に
は
両
園
で
入
園
式
が
行

わ
れ
、
袖
崎
保
育
園
に
は
23
人
（
3
歳

未
満
児
16
人
、
3
歳
以
上
児
7
人
）
、

大
高
根
保
育
園
に
は
25
人
（
3
歳
未
満

児
8
人
、
3
歳
以
上
児
17
人
）
の
園
児

が
入
園
。
当
日
は
、
手
遊
び
や
読
み
聞

か
せ
な
ど
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、
園
内
で

調
理
し
た
で
き
た
て
の
料
理
が
提
供
さ

れ
、
子
ど
も
た
ち
に
は
笑
顔
が
あ
ふ
れ

て
い
ま
し
た
。

旧
楯
岡
高
校
跡
地
利
活
用
検
討
市
民
会
議

楯
高
跡
地
利
活
用
に
つ
い
て
の
提
案

ふ
た
ば
袖
崎
・
大
高
根
保
育
園
入
園
式

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
も
開
所

入園式での手遊び（ふたば袖崎保育園）

子どもたちに人気のすべり台
（子育て支援センターどんぐり広場）

№ 活用案

1 市民の生涯学習とIT企業等への貸しオフィスの複合施設

2 スポーツ合宿施設

3 サービス付高齢者住宅などの複合施設

4 屋根付運動場（体育館を改修）

5 文教施設
（看護師不足を踏まえた県立高校看護科の設置など）

6 民間企業への利活用案の公募・貸与

ふたば袖崎・大高根保育園開園、楯岡高校跡地利活用の提案
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思
わ
ず
感
涙
し
ま
し
た
。

　
生
徒
と
先
生
の
絆
が
こ
れ
ほ
ど
強
い
の
か
と
感
動
し
た
の
で
す
。

　
少
し
さ
か
の
ぼ
り
ま
す
が
、
3
月
の
村
山
産
業
高
校
卒
業
式
の
話
で
す
。

　
そ
れ
は
厳
か
な
雰
囲
気
の
な
か
行
わ
れ
て
い
た
卒
業
証
書
授
与
式
で
、
卒
業
す
る

生
徒
一
人
ひ
と
り
の
名
前
を
呼
び
あ
げ
て
い

た
と
き
に
起
こ
り
ま
し
た
。「
先
生
、
3
年

間
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」「
先
生
、

お
世
話
に
な
り
ま
し
た
」。次
々
と
発
し
た
そ

の
声
は
、
心
の
底
か
ら
の
お
礼
で
し
た
。

　
昨
今
、
生
徒
と
先
生
の
信
頼
度
の
希
薄
さ

が
大
き
な
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
延

長
と
し
て
人
間
同
士
の
思
い
や
り
も
薄
ま

り
、
結
果
、
新
聞
紙
上
を
賑
わ
す
よ
う
な
重

大
事
件
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
感
じ
て
い
ま

す
。

　
私
に
と
っ
て
生
徒
と
先
生
間
の
理
想
像
は

「
二
十
四
の
瞳
」で
す
。愛
情
と
信
頼
に
満
ち

た
関
係
は
、大
人
に
な
っ
て
も
続
く
こ
と
は

も
ち
ろ
ん
、そ
の
子
に
も
ま
た
引
き
継
が
れ

て
い
く
で
し
ょ
う
。教
育
の
原
点
で
あ
ろ
う

と
思
い
ま
す
。

　
こ
う
い
う
青
年
が
引
っ
張
る
日
本
の
未
来

は
明
る
い
の
で
は
な
い
か
、期
待
し
て
よ
い

の
で
は
な
い
か
、そ
ん
な
事
を
感
じ
な
が
ら

学
校
を
後
に
し
ま
し
た
。

時
の
動
静
・
わ
れ
ら
地
域
お
こ
し
協
力
隊

時
の
動
静

市
長
が
市
の
動
き
を
お
伝
え
し
ま
す

Vol.
016

　
外
に
出
る
と
「
市
報
に
出
て
た
ね
」
と

声
を
か
け
ら
れ
る
事
が
増
え
て
嬉
し
い
で

す
。
私
は
す
ぐ
声
を
か
け
て
し
ま
う
の
で

変
な
人
だ
と
思
わ
な
い
で
く
だ
さ
い
ね
。

　
最
近
は
ポ
カ
ポ
カ
陽
気
の
日
が
多
く
な

り
、
地
域
の
方
と
お
茶
飲
み
を
す
る
機
会

も
増
え
て
き
ま
し
た
。
そ
ん
な
と
き
、
よ

く
手
作
り
の
お
茶
受
け
を
い
た
だ
き
ま

す
。
食
べ
た
こ
と
の
な
い
も
の
や
知
ら
な

い
調
理
方
法
の
お
茶
受
け
を
出
し
て
も
ら

う
と
、
そ
の
た
び
に
質
問
し
て
し
ま
い
ま

す
。
そ
こ
で
「
郷
土
料
理
を
楽
し
む
会
」

に
入
り
ま
し
た
。
食
べ
る
事
、
そ
し
て
料

理
す
る
事
も
好
き
な
の
で
、
こ
れ
か
ら
楽

し
み
が
さ
ら
に
増
え
ま
し
た
。
た
く
さ
ん

覚
え
て
皆
さ
ん
に
料
理
を
お
披
露
目
で
き

る
日
が
来
れ
ば
良
い
な
と
思
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
「
み
隊
・
聞
き
隊
・
食
し

隊
」
が
私
の
テ
ー
マ
で
す
。
も
っ
と
地
域

の
中
に
入
っ
て
、
た
く
さ
ん
の
方
と
「
触

れ
合
い
隊
」
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
カ
メ
ラ

片
手
に
ウ
ロ
ウ
ロ
し
て
い
き
ま
す
。

　
撮
っ
た
写
真
は
、
村
山
市
地
域
お
こ
し

協
力
隊
の
ブ
ロ
グ
【
む
ら
や
ま
瓦
版
】
に

掲
載
し
て
い
る
の
で
、
皆
さ
ん
ぜ
ひ
、
検

索
し
て
見
て
く
だ
さ
い
。

　
そ
し
て
、
村
山
市
な
ら
で
は
、
村
山
市

あ
る
あ
る
の
情
報
が
あ
れ
ば
教
え
て
く
だ

さ
い
！

Vol.
26

こ
ん
に
ち
は

　
大
山
芙
由
美
で
す

～大山芙由美隊員の奮闘記～

キーワードは
　　　卒業式

ホースガーデンむらやまにて。馬顔の彼ができました♡
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子
育
て
応
援
情
報

子育て応援情報 ～交流イベント・講座情報～

ポポーのひろば� ☎(53)0901

表記の説明　　　対象　　　日時　　　会場　　　内容　　　参加費　　　持ち物　　　事前申込　　　その他持

子育て支援センター
　�ぐんぐん� ☎(56)2002
子育て支援センター

どんぐり広場� ☎(57)2429
子育て支援センター

子育ての悩みや不安をご相談ください。
　子育て支援センターでは、子育てに関するさまざまな相談に応じて
います。面談のほか電話でも対応していますので、お気軽にご相談く
ださい。
　子育て支援センターぐんぐんでは、電子メールでの相談も受け付け
ています。
子育て支援センターぐんぐんメールアドレス：
gungun@keiaishin.or.jp
　ポポーのひろばでは、子育て支援コーディネーターが適切な相談窓
口の紹介も行っています。どこに相談したらよいか分からないときは
ぜひ、ご利用ください。

小学校入学前の親子
5月1日(月)10:30～11:30
ふたば大高根保育園
音楽を使った教育「リトミッ
ク」を親子で楽しみましょう。

育児講座「菅野先生のリトミック」
対
日

子育て中の方、おじいちゃんや
おばあちゃん、どなたでもどうぞ
①5月12日(金)9:30～11:30
②5月26日(金)9:30～11:30
ふたば大高根保育園
①ふれあいわらべうた
②みんなで避難訓練に参加しよう

地域交流の場「じばサロン」
対

日

会

保育施設等入所前の親子
5月17日(水)9:30～11:30
ふたば袖崎保育園
みんなでお散歩を楽しみます。

出前保育「ころころランド」
対
日
会

内

申対 日 会 他費内

5月10日(水)、20日(土)、25日
(木)、30日(火)の9:30～11:30
ポポーのひろば
子育て・孫育ての個別相談

ふらっとルーム
日

会

内

5月11日(木)10:30～11:00受付
ポポーのひろば
未就学児の身長・体重測定

ひだまり保健室
日

会
内

①5月12日(金)10:00～11:30
②5月19日(金)10:00～11:30
①西郷地域市民センター
②大久保地域市民センター
子育て、孫育ての方の集い

ほっとカフェ
日

会

内

対 ファミリー・サポート・セン
ター利用会員の親子
5月17日(水)10:30～12:00
ポポーのひろば
必要

ファミサポくらぶ

日

会

申

対 ① 1歳以下の母子、または母のみ
②1歳から2歳までの母子
5月23日(火)①10:00～11:00
　　　　　  ②11:15～12:15
ポポーのひろば
飲み物、バスタオルなど
必要

Babyと一緒にヨガしよう

日

会

申

持

対 5月生まれのお子さん
5月26日(金)11:45～12:00
ポポーのひろば
対象者で3歳までのお子さんへ
手形をプレゼントします。
希望者は10:30まで会場へお越
しください。

5月生まれのお誕生会

日

会

他

小学校入学前の親子
5月13日(土)9:30～12:00
戸沢保育園
遊びの広場
弁当を持参して交流もできます。

ぐんぐん広場

日
会

内

対

他

平成27年4月以降生まれのお子
さんと保護者
5月25日(木)10:00～11:00
戸沢保育園
手遊びや体操、読み聞かせを行
う遊びの広場。身長・体重測定
も行います。

にこにこ広場

日
会

内

対

会

内

内

保育施設等入所前の親子
①5月10日(水)9:30～11:30
②5月19日(金)9:30～11:30
③5月23日(火)9:30～11:30
①新町保育園
②冨本児童センター
③ひばり保育園
遊びの広場、工作、おやつの時間

ぐんぐんの「出前保育」

日

会

内

対
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受
賞
者
の
紹
介

　市行政委員会議が4月12日に行われ、会議に先立ち、日ごろの交通安
全活動、防犯活動に尽力された方へ市長から表彰状が贈られました。

※敬称略

　市行政委員会議が4月12日に行
われ、会議に先立ち、長年、行政
委員として尽力された方へ市長か
ら感謝状が贈られました。
■佐藤　善彦
（楯岡東笛田地区・11年勤続）

■交通安全功労市長表彰
　鈴木　健一（楯岡）
　須藤喜志雄（西郷）
　鈴木　健治（大倉）
　溝邊　和彦（大久保）
　青柳　章夫（戸沢）

行政委員永年勤続

消防功労等表彰

受賞者のご紹介

　市消防大演習が4月23日に開催
され、消防団員など約800人が参
加しました。会場では、観閲や訓
練、消防活動への功労に対する表
彰などが行われました。主な表彰
は次のとおりです。
※役職名は平成29年３月31日時点
消防庁長官表彰
■永年勤続功労章
　安達　修蔵（分団長）
　阿部　正任（分団長）
山形県知事表彰
■金条章　第8分団第5部
■特別功労章
　齊藤　　茂（分団長）
　鈴木　孝志（分団長）
　片桐　　学（分団長）
　石山　公己（分団長）
■功労章
　青木　孝幸（第1分団・部長）
　高橋　　勇（第1分団・部長）
　齋藤　淳哉（第2分団・部長）
　奥山　幸夫（第3分団・部長）
　芦野　一博（第4分団・副団長）
　布宮　憲哉（第5分団・部長）
　仁藤　　誠（第6分団・部長）
　菅原　勝行（第7分団・部長）
　西塚　正寿（第8分団・部長）
■功績章
　小関　新悦（第1分団・班長）
　鈴木　　功（第1分団・部長）
　結城　利則（第2分団・班長）
　板垣　正美（第2分団・班長）
　鈴木　哲也（第3分団・部長）
　齋藤　正広（第3分団・班長）

　高谷　英樹（第4分団・班長）
　大沼　　敦（第5分団・班長）
　伊藤　　均（第5分団・班長）
　太田　詠介（第6分団・班長）
　平山　正典（第7分団・部長）
　高橋　　学（第8分団・部長）
■精練章
　松田　　隆（第1分団・班長）
　永澤　幸朗（第1分団・班長）
　原田　大介（第2分団・班長）
　齊藤　智也（第2分団・班長）
　五十嵐　正（第3分団・班長）
　夘野　祐一（第4分団・団員）
　小山　潤一（第4分団・団員）
　後藤　清和（第5分団・班長）
　齊藤　孝広（第6分団・班長）
　井澤　孝樹（第6分団・団員）
　平山　　昭（第7分団・班長）
　狩野　貞悦（第8分団・班長）
　太田　光治（第8分団・部長）
日本消防協会長表彰
■表彰旗　村山市消防団
■勤続章
　阿部　正任（分団長）
山形県消防協会長表彰
■竿頭綬　第5分団
■優良章
　村岡恵美子（第1分団・団員）
　松田　正憲（第1分団・班長）
　平　　克美（第1分団・団員）
　矢口　昌昭（第2分団・団員）
　矢萩　直一（第2分団・団員）
　安達　正和（第3分団・班長）
　外塚　邦義（第4分団・団員）
　角川　紀之（第4分団・団員）

　竪木　　広（第5分団・団員）
　笹原喜一郎（第6分団・団員）
　犬飼　和宏（第6分団・団員）
　後藤　清秀（第7分団・団員）
　押切　金利（第7分団・団員）
　大場　　剛（第8分団・班長）
　寺崎　信幸（第8分団・班長）
　大田　一也（第8分団・班長）
■永年勤続章（勤続35年）
　鈴木　慶美（団本部・副団長）
消防協会北村山支部長
■永年勤続退団（職）者
　西塚　茂男（団長）
　青柳　　篤（分団長）
　阿部　正任（分団長）
■消防防災協力団体
　名取地区自主防災会
■市消防操法優良部（15年間）
　第1分団第3部
　第2分団第6部
村山市長表彰
■感謝状
　西塚　茂男（団長）
■災害現場功労者
　人命救助　増川　俊悦（大高根）
消防団長表彰
■無火災分団（平成28年1年間）
　第1分団、第2分団、第3分団
　第5分団、第6分団、第7分団
　第8分団

■防犯功労市長表彰
　田中　正信（楯岡）
　鈴木　隆利（西郷）
　後藤　政好（戸沢）

第1分団=楯岡、第2分団=西郷
第3分団=大倉、第4分団=大久保
第5分団=冨本、第6分団=戸沢
第7分団=袖崎、第8分団=大高根

交通安全功労・防犯功労表彰
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受
賞
者
紹
介
・
生
活
福
祉
情
報
・
国
民
年
金
情
報

　

障
害
者
相
談
員
は
市
の
委
嘱
を
受

け
、
障
が
い
者
ま
た
は
保
護
者
の
相
談

に
応
じ
て
い
ま
す
。

■
平
成
29
年
度
の
相
談
員

身
体
障
害
者
相
談
員

・
後
藤
　
精
二
（
楯
岡
）

・
齋
藤
　
甚
市
（
楯
岡
）

・
大
泉
　
仙
二
（
西
郷
）

・
児
玉
　
正
（
大
久
保
）

・
井
上
　
幸
雄
（
戸
沢
）

知
的
障
害
者
相
談
員

・
原
田
　
真
純
（
楯
岡
）

・
佐
藤
　
優
美
子
（
楯
岡
）

障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の

　
　
　
　
　
　
対
象
疾
病
が
拡
大

　
平
成
29
年
4
月
1
日
か
ら
、
障
が
い

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
対
象
疾
病
（
指
定
難

病
）
が
拡
大
し
ま
し
た
。

　

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

■
問
合
せ
／

　
　
福
祉
課
生
活
福
祉
係  

☎
内
線

146

　
平
成
29
年
度
の
国
民
年
金
保
険
料
は

月
額
１
６
、
４
９
０
円
で
す
。

　
経
済
的
な
理
由
や
、
学
生
の
方
で
本

人
の
前
年
所
得
が
一
定
額
以
下
な
ど
、

国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
す
る
こ
と
が

困
難
な
場
合
、
保
険
料
の
納
付
が
免
除

ま
た
は
猶
予
と
な
る
制
度
が
あ
り
ま

す
。
２
年
前
の
月
分
ま
で
さ
か
の
ぼ
っ

て
免
除
申
請
が
で
き
ま
す
。
申
請
を
忘

れ
て
い
た
た
め
に
保
険
料
の
未
納
期
間

が
あ
る
方
は
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。
免
除
や
猶
予
の
期
間
も
老
齢
・

障
害
・
遺
族
基
礎
年
金
の
受
給
資
格
期

間
に
含
ま
れ
ま
す
。

■
定
例
年
金
相
談

　
年
金
の
相
談
は
寒
河
江
年
金
事
務
所

で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
基
礎
年
金
番

号
が
わ
か
る
年
金
手
帳
や
年
金
証
書
を

準
備
し
て
電
話
し
て
く
だ
さ
い
。

相
談
電
話
☎
０
２
３
７(

84)

２
５
５
１

※
ダ
イ
ア
ル
後
に
５
を
押
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
／

　
　
市
民
環
境
課
市
民
係　
☎
内
線

113

生
活
福
祉
情
報

障
害
者
相
談
員
の
ご
案
内

国
民
年
金
情
報

市への寄付に感謝状

国
民
年
金
保
険
料
の

免
除
等
申
請
が
で
き
ま
す

　4月14日、保健委員委嘱辞令交
付式が行われ、長年、保健業務の
推進と市民の健康づくりに尽力さ
れた方へ市長から感謝状が贈られ
ました。

■感謝状　10年勤続
　吉野　和子（楯岡）

保健業務感謝状
　財団法人松岡俊三遺徳顕彰会の清算人である大山勝太郎さん（楯岡）
と佐藤恒雄さん（楯岡）からの市への寄付に対し、3月21日に志布市長
から感謝状が贈られました。
　財団法人松岡俊三遺徳顕彰会は、市出身の政治家 松岡俊三の業績をた
たえ昭和41年に発足。このたび、会を解散することになり、村山市夢応
援奨学金事業などの教育振興に役立ててほしいと会が所有していた財産
を市へ寄付しました。
■寄付　
・現金 240万65円
・土地（山林） 
　36,020平方メートル
　また、お二人からは、村山
市を代表する四偉人を紹介し
た冊子「ふるさとの偉人伝」
も2,500冊寄贈していただき
ました。

感謝状を受け取った佐藤恒雄さん（右から２人目）
と故大山勝太郎さんの妻吉子さん（右から３人目）
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ま
ち
の
話
題

　
3
月
28
日
、
葉
山
中
学
校
生
徒
が
市

社
会
福
祉
協
議
会
（
竹
川
英
一
会
長
）

へ
車
い
す
5
台
と
東
日
本
大
震
災
義
援

金
６
万
６
千
円
を
寄
贈
し
ま
し
た
。
こ

れ
は
、
葉
山
中
学
校
が
実
施
し
て
い
る

「
地
域
の
希
望
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
一

環
と
し
て
初
め
て
実
施
し
た
も
の
で

す
。
生
徒
た
ち
は
年
2
回
の
資
源
回
収

で
集
め
た
ア
ル
ミ
缶
で
車
い
す
を
購
入

し
、
文
化
祭
の
バ
ザ
ー
で
得
た
収
益
で

義
援
金
を
贈
り
ま
し
た
。
当
日
は
環
境

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
委
員
５
人
が
出
席
。
委

員
長
の
小
野
脩
人
さ
ん
（
当
時
2
年

生
）
は
「
地
域
へ
贈
り
物
が
で
き
て
う

れ
し
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

㈱
矢
萩
土
建（
矢
萩
一
志
代
表
取
締
役

社
長
）
と
㈱
ド
ゥ
ー
ケ
ン
（
矢
萩
幸
江

代
表
取
締
役
）
が
、
４
月
１
日
西
郷
地

域
長
島
地
区
、
市
道
楯
岡
北
河
島
線
、

市
道
中
田
浮
沼
線
な
ど
約
5
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
で
、
22
日
に
農
村
文
化
保
存
伝
承

館
周
辺
で
ご
み
拾
い
な
ど
の
清
掃
作
業

を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
地
元
企
業
と
し
て
地
域
に

貢
献
し
よ
う
と
毎
年
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

実
施
し
て
い
る
も
の
で
す
。

　

参
加
者
は
「
日
ご
ろ
か
ら
地
域
の

方
々
に
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
の
で
少

し
で
も
恩
返
し
に
な
れ
ば
」
と
話
し
て

い
ま
し
た
。

美
化
活
動
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　市内で行われた催しや市にまつわる出来事などを取材
し、市民の皆さんに楽しい話題をお伝えします。

まちの話題まちの話題まちの話題

長島地区で清掃を行う㈱矢萩土建の皆さん

　
山
形
盆
地
断
層
帯
を
震
源
と
す
る
大

規
模
地
震
を
想
定
し
、
4
月
16
日
に
大

倉
・
行
川
地
区
を
会
場
に
防
災
訓
練
を

行
い
ま
し
た
。
消
防
団
を
は
じ
め
、
大

倉
地
域
元
気
な
街
づ
く
り
協
議
会
や
自

主
防
災
会
、
婦
人
消
防
ク
ラ
ブ
の
ほ

か
、
大
倉
地
域
と
災
害
時
等
の
相
互
支

援
提
携
を
締
結
し
て
い
る
仙
台
市
福
住

町
町
内
会
の
皆
さ
ん
も
参
加
し
ま
し
た
。

　
初
期
消
火
や
避
難
誘
導
訓
練
、
給
食

給
水
対
応
訓
練
の
ほ
か
、
福
住
町
町
内

会
と
の
支
援
物
資
輸
送
訓
練
な
ど
を
行

い
、
災
害
時
に
お
け
る
防
災
体
制
の
確

立
と
防
災
意
識
の
高
揚
を
図
り
ま
し

た
。

支援物資を受け取る防災訓練参加者

葉山中学校環境ボランティア委員の皆さん

村
山
市
防
災
訓
練
を
実
施

葉
山
中
学
校
生
徒
が

車
い
す
・
義
援
金
を
寄
贈

企 業・ 団体などで実施するボランティア活動の
情報を総務課へお寄せください。市報で紹介します。
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む
ら
や
ま
発
わ
だ
い
の
グ
ル
メ
め
ぐ
り

むらやま わだいのグルメめぐり
むらやまに美味いものあり！

発

昆
布
巻

東
園
亭

住所：楯岡鶴ヶ町一丁目17-33　電話：53-2457　営業時間：午前9時～午後7時　定休日：なし

次回は、平さんがお薦めの山海亭げんた（楯岡）を取材します。

　
楯
岡
鶴
ヶ
町
タ
ウ
ン
に
店
を
構
え
る

東
園
亭
は
、
昭
和
8
年
創
業
の
昆
布
巻

屋
で
す
。
3
代
目
で
あ
る
平
敬
順
さ
ん

（
楯
岡
）
は
ホ
テ
ル
で
和
食
の
修
業
を

積
み
、
25
年
前
か
ら
家
業
を
継
い
で
昆

布
巻
を
作
っ
て
い
ま
す
。

　
今
で
は
村
山
名
物
と
し
て
知
ら
れ
る

東
園
亭
の
昆
布
巻
で
す
が
、
明
治
天
皇

が
楯
岡
を
訪
れ
た
際
、
農
民
た
ち
が

作
っ
て
献
上
し
、
天
皇
が
気
に
入
っ
た

こ
と
が
き
っ
か
け
で
、
郷
土
料
理
と
し

て
定
着
し
た
そ
う
で
す
。

　

昆
布
巻
の
材
料
は
と
て
も
シ
ン
プ

ル
。
だ
か
ら
こ
そ
、
東
園
亭
は
材
料
の

質
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。
厚
岸
町
産

棹
前
昆
布
の
中
で
も
特
に
良
い
も
の
だ

け
を
取
り
寄
せ
、
さ
ら
に
、
厚
さ
に
む

ら
の
あ
る
部
分
な
ど
を
カ
ッ
ト
。
ニ
シ

ン
も
良
質
な
北
海
道
産
を
使
い
、
し
っ

か
り
と
下
処
理
を
施
し
て
い
ま
し
た
。

ニ
シ
ン
を
優
し
く
昆
布
で
巻
き
あ
げ
、

火
加
減
と
水
を
足
す
タ
イ
ミ
ン
グ
に
細

心
の
注
意
を
払
っ
て
、
10
時
間
以
上

じ
っ
く
り
煮
込
み
ま
す
。
完
成
し
た
昆

布
巻
は
ト
ロ
ト
ロ
。
甘
じ
ょ
っ
ぱ
い
味

が
し
み
込
ん
だ
昆
布
の
う
ま
み
と
、
ニ

シ
ン
の
豊
か
な
風
味
が
口
の
中
に
広
が

り
ま
し
た
。
東
園
亭
の
昆
布
巻
は
ひ
と

口
目
で
は
な
く
、
食
べ
終
え
て
お
い
し

い
と
感
じ
て
も
ら
え
る
よ
う
、
あ
え
て

優
し
い
味
に
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

　
敬
順
さ
ん
に
は
家
業
を
継
い
だ
と
き

か
ら
ず
っ
と
理
想
の
味
が
あ
り
、
実
現

で
き
る
よ
う
日
々
研
究
を
し
て
い
ま

す
。
「
他
の
人
の
ま
ね
を
し
た
ら
、
そ

こ
が
限
界
。
自
分
で
編
み
出
せ
ば
限
界

は
な
い
」
と
い
う
信
念
を
持
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
ピ
カ
ピ
カ
に
磨
か
れ
た
鍋

を
手
に
持
ち
「
掃
除
の
ご
ま
か
し
は
味

に
通
じ
る
と
い
う
自
分
の
考
え
を
理
解

し
、
し
っ
か
り
仕
事
を
し
て
く
れ
る
ス

タ
ッ
フ
に
も
恵
ま
れ
た
」
と
感
謝
の
気

持
ち
も
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
真
摯
に
理
想
の
味
を
追
求
し
続
け
る

老
舗
3
代
目
が
作
る
昆
布
巻
。
わ
だ
い

の
グ
ル
メ
を
召
し
上
が
れ
。

敬順さん(中)と妻の愛香さん(左)、
下ごしらえ担当の矢萩牧子さん(右)

R
13

楯
岡
中
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お
知
ら
せ

（
高
齢
者
、
身
体
障
が
い
者
世
帯
は

２
１
４
、
０
０
０
円
）
以
下
で
あ
る
こ

と
な
ど

住
宅
公
開　
5
月
7
日

（日）
午
後
1
時
～

4
時
（
1
組
30
分
で
要
予
約
）

■
問
合
せ
／
建
設
課　
　
　
☎
内
線

231

バ
ラ
ま
つ
り
２
０
１
７

市
民
出
店
者
募
集

　
バ
ラ
ま
つ
り
で
手
作
り
作
品
の
販
売

な
ど
を
行
う
出
店
者
を
募
集
し
ま
す
。

申
込
書
と
募
集
要
項
は
商
工
観
光
課
で

配
布
し
ま
す
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

期
間　
6
月
1
日

（木）
～
7
月
2
日

（日）

会
場　
東
沢
バ
ラ
公
園
内

申
込
期
間　
5
月
1
日

（月）
～
19
日

（金）

※
公
園
使
用
料
が
必
要
で
す
。
ま
つ
り

期
間
は
、
開
花
状
況
に
よ
り
変
更
に
な

る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

■
問
合
せ
／
商
工
観
光
課　
☎
内
線

155

農
業
委
員
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

■
農
地
の
借
り
手
を
募
集
し
ま
す

　
農
業
経
営
規
模
の
縮
小
や
離
農
を
考

え
て
い
る
方
の
農
地
を
借
り
受
け
、
経

営
規
模
の
拡
大
や
農
地
集
約
に
よ
る
作

一
葉
記
念
館
、
書
道
博
物
館
、
朝
倉
彫

塑
館

配
布
施
設　
商
工
観
光
課
、
観
光
物
産

協
会
（
Ｊ
Ｒ
村
山
駅
1
階
）
、
ク
ア
ハ

ウ
ス
碁
点
、
道
の
駅
む
ら
や
ま
、
最
上

徳
内
記
念
館
、
最
上
川
美
術
館
、
各
地

域
市
民
セ
ン
タ
ー

■
問
合
せ
／
商
工
観
光
課　
☎
内
線

154

市
営
住
宅
入
居
者
募
集

　
希
望
す
る
方
は
、
5
月
1
日

（月）
か
ら

12
日

（金）
ま
で
の
平
日
に
建
設
課
へ
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

募
集
対
象

■
楯
岡
小
谷
地
団
地
2
号

募
集
戸
数　
1
戸
（
1
階・２
Ｌ
Ｄ
Ｋ
）

家
賃
月
額　

１
９
、
２
０
０
円
～

２
８
、
６
０
０
円
（
収
入
に
応
じ
て
算
定
）

■
楯
岡
小
谷
地
団
地
6
号

募
集
戸
数　
1
戸
（
1
階・２
Ｌ
Ｄ
Ｋ
）

家
賃
月
額　

１
９
、
６
０
０
円
～

２
９
、
２
０
０
円
（
収
入
に
応
じ
て
算
定
）

入
居
資
格　
同
居
親
族
が
い
る
方
ま
た

は
60
歳
以
上
の
単
身
者
で
、
収
入
基
準

月
額
（
年
間
所
得
か
ら
扶
養
親
族
1

人
に
つ
き
38
万
円
を
差
し
引
き
12
で

除
し
た
額
）
が
１
５
８
、
０
０
０
円

「
体
力
に
自
信
が
あ
る
か
ら
」
と
い
う

油
断
は
禁
物
で
す
。
事
故
に
あ
わ
ず
、

山
菜
採
り
を
十
分
楽
し
む
た
め
に
、
事

前
の
準
備
を
し
っ
か
り
行
い
、
次
の
こ

と
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

・
必
ず
行
き
先
、
帰
宅
時
間
、
同
行
人

を
家
族
に
知
ら
せ
ま
し
ょ
う
。

・
携
帯
電
話
、
非
常
食
、
常
備
薬
、
雨

具
等
を
携
行
し
、
2
人
以
上
で
行
動
し

ま
し
ょ
う
。

・
残
雪
の
多
い
斜
面
は
崩
落
の
危
険
が

あ
る
の
で
、
近
寄
ら
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

・
や
み
く
も
に
山
に
入
ら
ず
、
下
山

ル
ー
ト
を
見
失
わ
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

　
万
一
、
道
に
迷
っ
て
も
落
ち
着
い
て

行
動
し
ま
し
ょ
う
。
尾
根
な
ど
見
晴
ら

し
の
良
い
と
こ
ろ
な
ら
携
帯
電
話
が
つ

な
が
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
問
合
せ
／
総
務
課　
　
　
☎
内
線

214

友
好
都
市
東
京
都
台
東
区
の

文
化
施
設
入
館
割
引
券
を
配
布

　
身
分
証
明
書
を
持
参
し
て
次
の
施
設

で
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

割
引
対
象
施
設　
下
町
風
俗
資
料
館
、

5
月
12
日
は
民
生
委
員
・
児
童

委
員
の
日
で
す

　
今
年
、
民
生
委
員
制
度
が
創
設
さ
れ

て
１
０
０
年
に
な
り
ま
す
。

　
民
生
委
員
・
児
童
委
員
、
主
任
児
童

委
員
は
地
域
の
皆
さ
ん
の
相
談
相
手
で

す
。
福
祉
制
度
の
紹
介
を
し
た
り
、
関

係
機
関
と
の
つ
な
ぎ
役
と
な
り
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
／
福
祉
課　
　
　
☎
内
線

141

山
菜
採
り
で
の
事
故
に
注
意

　

山
菜
採
り
に
出
か
け
る
と
き
は
、

「
い
つ
も
行
っ
て
い
る
山
だ
か
ら
」

お知らせお知らせ
むらやま

情報局

市
か
ら
の
お
知
ら
せ
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お
知
ら
せ

み
か
に
な
っ
て
し
ま
う
遊
休
農
地
を
解

消
す
る
た
め
、
農
地
の
借
り
手
に
対
し

て
、
抜
根
、
整
地
、
耕
う
ん
な
ど
の
費

用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。
助
成
件
数

が
限
ら
れ
て
い
る
た
め
、
早
め
に
お
申

込
み
く
だ
さ
い
。

対
象
者

　
農
用
地
利
用
集
積
計
画
ま
た
は
農
地

法
に
基
づ
い
て
、
耕
作
権
を
6
年
以
上

設
定
し
た
方

助
成
額　
10
ア
ー
ル
あ
た
り
4
万
円
以
内

■
問
合
せ
／
農
業
委
員
会
事
務
局

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
☎
内
線

261

水
路
な
ど
の
農
業
水
利
施
設
に

近
づ
か
な
い
で
く
だ
さ
い

　
農
業
水
利
施
設
に
は
大
量
の
水
が
流

れ
て
い
ま
す
。
立
入
禁
止
箇
所
は
、
落

ち
た
ら
命
に
関
わ
る
所
で
す
。
近
く
で

は
、
絶
対
に
遊
ば
な
い
で
く
だ
さ
い
。

■
水
路
に
ゴ
ミ
を
捨
て
な
い
で

　
用
排
水
路
に
ゴ
ミ
や
草
な
ど
が
詰
ま

る
と
、
農
家
の
皆
さ
ん
が
困
っ
て
し
ま

い
ま
す
。
道
路
に
捨
て
ら
れ
た
ゴ
ミ
も

い
ず
れ
水
路
に
落
ち
ま
す
の
で
、
ゴ
ミ

を
捨
て
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

■
問
合
せ
／
農
林
課　
　
　
☎
内
線

255

楯
山
ピ
ク
ニ
ッ
ク
参
加
者
募
集

期
日　
5
月
21
日

（日）

時
間　
午
前
9
時
30
分
集
合
～
午
後
1
時

集
合
場
所　
東
沢
公
園
野
外
音
楽
堂
前

服
装　
長
袖
・
長
ズ
ボ
ン
で
動
き
や
す

い
服
装
、
帽
子
、
タ
オ
ル
、
手
袋
等

許
可
が
必
要
な
も
の

・
耕
作
す
る
た
め
の
農
地
の
売
買
や
貸

借
を
す
る
場
合

・
自
分
の
農
地
を
宅
地
な
ど
へ
転
用
す

る
場
合

・
他
人
の
農
地
を
買
っ
た
り
借
り
た
り

し
、
宅
地
な
ど
へ
転
用
す
る
場
合

届
出
が
必
要
な
も
の

・
面
積
２
０
０
平
方
メ
ー
ト
ル
未
満
の

自
分
の
農
地
に
農
作
業
施
設
を
建
て
る

場
合

・
生
産
性
を
上
げ
る
た
め
に
盛
土
な
ど

を
す
る
場
合

※
25
日
ま
で
に
受
け
付
け
た
も
の
を
翌

月
に
審
議
し
ま
す
。

■
遊
休
農
地
の
解
消
に
助
成
し
ま
す

　
病
害
虫
の
発
生
源
や
有
害
鳥
獣
の
住

業
効
率
化
を
考
え
て
い
る
方
に
貸
し
付

け
ま
す
。

借
受
け
者
募
集
期
間

5
月
8
日

（月）
～
平
成
30
年
1
月
31
日

（水）

※
貸
付
け
希
望
者
は
、
随
時
受
け
付
け

て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
平
成
30
年
度
か

ら
借
受
け
、
貸
付
け
を
希
望
す
る
場
合

は
、
8
月
31
日

（木）
ま
で
お
申
込
み
く
だ

さ
い
。

募
集
区
域　
市
内
の
農
地

申
込
方
法　
農
業
委
員
会
事
務
局
へ
所

定
の
申
込
用
紙
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
農
地
の
売
買
・
転
用
の
許
可
申
請

　
農
地
の
売
買
や
貸
借
、
宅
地
な
ど
へ

転
用
す
る
場
合
は
農
業
委
員
会
の
許
可

が
必
要
で
す
。
無
許
可
で
行
う
と
農
地

法
違
反
と
な
り
罰
則
が
あ
り
ま
す
。

足爪の悩み
ありませんか？

巻
き
爪
で
痛
い
！

爪
切
り
が
大
変
！

よ
く
見
え
な
い
！

手
が
届
か
な
い
！

爪
ま
わ
り
の
汚
れ
！

・フットケア　￥3,500（税別）
　　　　爪切り・爪まわりの角質ケア
・巻き爪ケア　１本￥2,000~（税別）
　　　巻き爪カット・角質ケア・矯正

※感染症・炎症・出血がある場合、施術はできません。
※硬くなったかかとの角質ケアは別メニューです。

～お問合せ・ご予約～
お気軽に

℡52-3317
ヘアー ・ ネイル ・ リラックス
美　道（びどう）

山形銀行さん向かい　　楯岡五日町 5-8

広
告

広
告
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お
知
ら
せ

持
ち
物　
雨
具
、
飲
料
水
、
昼
食

参
加
費　
３
０
０
円
（
孟
宗
汁
代
）

申
込
期
限　
5
月
17
日

（水）

■
問
合
せ
／
楯
岡
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー      

　
　
　
　
　
　
　
　
　
☎

（55）
７
４
７
７

青
少
年
育
成
市
民
会
議
会
員
募
集

　

村
山
市
青
少
年
育
成
市
民
会
議
で

は
、
青
少
年
の
健
全
育
成
を
願
い
講
演

会
な
ど
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
活
動
は

会
員
の
皆
さ
ん
の
会
費
等
に
よ
り
行
っ

て
い
る
た
め
、
ご
協
力
い
た
だ
け
る
会

員
を
募
集
し
ま
す
。

会
費　
一
口
１
、
０
０
０
円
／
年

入
会
方
法　
市
民
会
議
事
務
局
（
生
涯

学
習
課
）
ま
た
は
市
民
会
議
役
員
に
直

接
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
平
成
29
年
度
総
会

期
日　
5
月
23
日

（火）

時
間　
午
後
4
時
～
5
時
30
分

会
場　
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

内
容　
平
成
28
年
度
事
業
報
告
、
決
算
報

告
、
平
成
29
年
度
事
業
計
画

（案）
、
収
支

予
算

（案）
の
協
議
、
青
少
年
健
全
育
成
に

関
す
る
講
話
な
ど

■
問
合
せ
／
生
涯
学
習
課　
☎
内
線

331

期
日　
毎
週
水
曜
日

時
間　
午
後
2
時
30
分
～
4
時

会
場　
村
山
保
健
所
（
山
形
市
）

申
込
期
限　
相
談
日
の
2
日
前

■
問
合
せ
／
村
山
総
合
支
庁
子
ど
も
家

庭
支
援
課

　
　
☎
０
２
３
（
６
２
７
）
１
２
０
３

警
察
官
採
用
試
験

　
試
験
科
目
な
ど
詳
細
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

■
試
験
区
分

・
警
察
官
A

　
昭
和
57
年
4
月
2
日
か
ら
平
成
12
年

4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方
で
、
大

学
を
卒
業
し
た
方
、
ま
た
は
平
成
30
年

3
月
ま
で
に
卒
業
見
込
み
の
方

・
警
察
官
B

　
昭
和
57
年
4
月
2
日
か
ら
平
成
12
年

4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方
で
、
警

察
官
A
の
受
験
資
格
に
該
当
し
な
い
方

■
第
1
次
試
験
日

・
警
察
官
Ａ　
7
月
9
日

（日）

・
警
察
官
Ｂ　
9
月
17
日

（日）

■
申
込
期
間

女
性
の
健
康
相
談

　
思
春
期
、
更
年
期
、
妊
娠
な
ど
女
性

の
心
身
の
健
康
に
つ
い
て
、
助
産
師
が

無
料
で
相
談
に
応
じ
ま
す
。
相
談
は
、

事
前
に
電
話
予
約
が
必
要
で
す
。

期
日　
毎
月
第
4
金
曜
日

時
間　
午
後
2
時
～

会
場　
村
山
保
健
所
（
山
形
市
）

申
込
期
限　
相
談
日
の
4
日
前

■
問
合
せ
／
村
山
総
合
支
庁
子
ど
も
家

庭
支
援
課

　
　
☎
０
２
３
（
６
２
７
）
１
２
０
３

ひ
き
こ
も
り
無
料
相
談
窓
口

　
思
春
期
、
青
年
期
の
方
や
そ
の
家
族

が
対
象
で
す
。
相
談
は
、
事
前
に
電
話

予
約
が
必
要
で
す
。

会
場　
村
山
保
健
所
（
山
形
市
）

■
問
合
せ
／
村
山
保
健
所
保
健
企
画
課

　
　
☎
０
２
３
（
６
２
７
）
１
１
８
４

こ
ど
も
の
健
康
相
談

　
子
ど
も
の
発
達
や
病
気
、
育
児
の
悩

み
に
小
児
科
医
が
無
料
で
面
接
相
談
に

応
じ
ま
す
。
相
談
は
、
事
前
に
電
話
予

約
が
必
要
で
す
。

市
民
行
政
相
談

　
平
成
29
年
度
行
政
相
談
委
員
と
し
て
、

芦
野
公
子
さ
ん
（
楯
岡
）、
齋
藤
義
明

さ
ん
（
楯
岡
）
が
総
務
大
臣
か
ら
委
嘱

さ
れ
ま
し
た
。
行
政
機
関
な
ど
の
業
務

に
対
す
る
苦
情
、
要
望
、
困
り
ご
と
な

ど
に
応
じ
ま
す
。
予
約
不
要
。
直
接
会

場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日
時　
5
月
11
日

（木）
午
後
1
時
～
3
時

会
場　
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

■
問
合
せ
／
市
民
環
境
課　
☎
内
線

110

不
動
産
無
料
相
談

　
不
動
産
（
土
地
・
建
物
）
全
般
に
つ

い
て
宅
地
建
物
取
引
士
が
相
談
に
応
じ

ま
す
。
直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日
時　
5
月
10
日

（水）
午
前
10
時
～
正
午

※
受
付
は
午
前
11
時
ま
で

会
場　
甑
葉
プ
ラ
ザ

■
問
合
せ
／
（
公
社
）
県
宅
地
建
物
取

引
業
協
会

　
　
☎
０
２
３
（
６
５
２
）
９
０
７
０

市
以
外
か
ら
の
お
知
ら
せ

困
り
ご
と
・
相
談

資
格
・
試
験
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お
知
ら
せ

申
込
期
限　
5
月
31
日

（水）

■
問
合
せ
／
市
民
体
育
館

　
　
　
　
　
　
　
　
　
☎

（56）
３
３
７
７

ク
ア
ハ
ウ
ス
碁
点
の
ヨ
ガ
教
室

　
そ
れ
ぞ
れ
6
回
コ
ー
ス
で
、
事
前
申

込
が
必
要
で
す
。

会
場　
ク
ア
ハ
ウ
ス
碁
点

参
加
費　
４
、
０
０
０
円
（
6
回
分
の

指
導
料
と
温
泉
入
浴
料
込
）

■
リ
ラ
ッ
ク
ス
ヨ
ガ
（
初
級
）

日
時　
5
月
18
日

（木）
、
6
月
1
日

（木）
、

15
日

（木）
、
29
日

（木）
、
7
月
13
日

（木）
、
27

日
（木）
の
午
前
10
時
か
ら
11
時

定
員　
25
名
（
中
学
生
以
上
）

講
師　
古
川
友
子
さ
ん

■
ス
タ
イ
ル
ア
ッ
プ
ヨ
ガ
教
室
（
初
級

～
中
級
）

日
時　
5
月
10
日

（水）
、
24
日

（水）
、
6
月

7
日

（水）
、
21
日

（水）
、
7
月
5
日

（水）
、
19

日
（水）
の
午
後
7
時
か
ら
8
時

定
員　
30
名
（
中
学
生
以
上
）

講
師　
深
瀬
若
加
さ
ん

■
問
合
せ
／
ク
ア
ハ
ウ
ス
碁
点

　
　
　
　
　
　
　
　
　
☎

（56）
３
３
５
１

廃
棄
物
の
不
法
投
棄
は
犯
罪
で
す

　
５
月
１
日
か
ら
６
月
５
日
は
「
不
法

投
棄
及
び
海
岸
漂
着
ご
み
削
減
強
化
月

間
」
で
す
。

　
廃
棄
物
の
不
法
投
棄
や
不
適
正
な
処

理
を
見
か
け
た
場
合
は
、
村
山
総
合
支

庁
環
境
課
の
不
法
投
棄
１
１
０
番
か
市

役
所
市
民
環
境
課
、
各
地
域
市
民
セ
ン

第
55
回
葉
山
市
民
登
山

　

葉
山
の
雄
大
な
自
然
に
触
れ
な
が

ら
、
残
雪
を
踏
み
し
め
山
頂
を
目
指
し

て
み
ま
せ
ん
か
。
参
加
料
を
添
え
て
市

民
体
育
館
へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

当
日
の
申
込
み
は
で
き
ま
せ
ん
。

期
日　
6
月
11
日

（日）

集
合
時
間　
午
前
6
時
20
分

※
下
山
は
午
後
4
時
頃

コ
ー
ス
（
定
員
各
50
名
）

・
岩
野
コ
ー
ス
（
葉
山
林
間
キ
ャ
ン
プ

場
集
合
）

・
山
の
内
コ
ー
ス
（
や
ま
ば
と
集
合
）

参
加
料　
１
、
０
０
０
円
（
保
険
料
な
ど
）

・
警
察
官
Ａ　
6
月
19
日

（月）
ま
で

・
警
察
官
Ｂ

　
　
　
　
7
月
14
日

（金）
～
8
月
28
日

（月）

■
問
合
せ
／
村
山
警
察
署

　
　
　
　
　
　
　
　
　
☎

（52）
０
１
１
０

調
理
師
試
験

　
願
書
は
県
内
の
保
健
所
生
活
衛
生
課

で
配
布
し
て
い
ま
す
。

試
験
日
時　
10
月
14
日

（土）
午
後
1
時
30

分
～
3
時
30
分

試
験
会
場　
山
形
県
庁

申
込
方
法　
6
月
15
日

（木）
か
ら
6
月
30

日
（金）
の
平
日
に
最
寄
り
の
保
健
所
生
活

衛
生
課
へ
願
書
を
提
出

■
問
合
せ
／
県
食
品
安
全
衛
生
課

　
　
☎
０
２
３
（
６
３
０
）
２
３
２
９

催
し
・
そ
の
他

いらない物を一気に処分！
　お部屋がぐ～んと広くなります

洋服・着物・洋食器・インテ
リア雑貨・ギフト品・家電品・
家具・楽器・電動工具・道具類・
自転車・アルミホイール付
タイヤ類

取扱商品
手芸用に古布大量販売中

※経年数、状態などに
　より買取りできない
　場合があります。
　詳しくは、お気軽に
　お電話下さい。

東根第一中学校隣

リサイクルファクトリー・
プロード　東根店
東根市本丸西四丁目3-2

買取り問い合わせ先／ 023-600-2594

広
告

広
告
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お
知
ら
せ

自
衛
隊
大
高
根
演
習
場

5
月
の
訓
練
予
定

隊
練
成
訓
練
＝
8
日

（月）
～
12
日

（金）
、
25

日
（木）
～
31
日

（水）

中
隊
練
成
訓
練
＝
15
日

（月）
～
17
日

（水）

演
習
場
整
備
＝
22
日

（月）
～
24
日

（水）

新
隊
員
総
合
訓
練
＝
24
日

（水）
、
25
日

（木）

離
着
陸
訓
練
＝
8
日

（月）
～
31
日

（水）
の
平
日

■
問
合
せ
／
神
町
駐
屯
地

　
　
　
　
　
　
　
　
　
☎

（48）
１
１
５
1

お
く
り
も
の
あ
り
が
と
う

■
西
郷
小
学
校
へ

・
板
垣
節
子
さ
ん
（
西
郷
）
が
雑
巾
50
枚

■
冨
本
小
学
校
へ

・
平
成
28
年
度
卒
業
生
一
同
が
ホ
ワ
イ

ト
ボ
ー
ド
2
台

が
ん
ば
れ
モ
ン
テ
デ
ィ
オ
山
形

5
月
の
ホ
ー
ム
ゲ
ー
ム

■
日
時
、
対
戦
相
手

3
日
（
水
・
祝
日
）
午
後
2
時
～
水
戸

ホ
ー
リ
ー
ホ
ッ
ク

7
日

（日）
午
後
2
時
～
名
古
屋
グ
ラ
ン
パ
ス

17
日

（水）
午
後
7
時
～
松
本
山
雅
Ｆ
Ｃ

21
日

（日）
午
後
2
時
～
レ
ノ
フ
ァ
山
口
Ｆ
Ｃ

A

ア

ド

ビ

dobe I

イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー

llustrator

を
使
っ
た
Ｄ
Ｔ
Ｐ

入
門
講
座
で
す
。テ
キ
ス
ト
入
力
な
ど
パ

ソ
コ
ン
の
基
本
操
作
が
で
き
、ノ
ー
ト
パ

ソ
コ
ン
を
持
参
で
き
る
方
が
対
象
で
す
。

事
前
申
込
が
必
要
で
す
。定
員
12
名
。

期
日　
5
月
10
日

（水）
、
17
日

（水）
、
24
日

（水）
、

31
日

（水）
の
全
4
回

時
間　
午
前
10
時
～
正
午
、
午
後
1
時

～
3
時

会
場　

コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス

k

こ

か

げ

okage

（
甑
葉
プ
ラ
ザ
2
階
）

参
加
料　
２
０
、０
０
０
円（
テ
キ
ス
ト

代
、ソ
フ
ト
ラ
イ
セ
ン
ス
1
か
月
分
込
）

■
問
合
せ
／
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス

kokage

専
用
窓
口

　
☎
０
７
０
（
５
６
２
７
）
６
２
６
５

職
長
等
監
督
者
教
育
講
習

　
初
任
時
の
講
習
で
す
。

期
日　
6
月
6
日

（火）
、
7
日

（水）

時
間　
午
前
9
時
～
午
後
5
時

会
場　
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

受
講
料　
１
８
、
０
０
０
円
（
テ
キ
ス

ト
、
消
費
税
込
み
、
昼
食
は
各
自
）

申
込
期
限　
5
月
25
日

（木）

■
問
合
せ
／
（
一
社
）
村
山
労
働
基
準

協
会　
　
　
　
　
　
　
☎

（53）
２
６
６
４

北
村
山
地
区
市
民
健
康
講
座

「
じ
ん
ぞ
う
の
話
」

　
健
康
講
座
の
ほ
か
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
も
行
い
ま
す
。参
加
無
料
。

直
接
会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日
時　
5
月
13
日

（土）
午
後
3
時
～
4
時
30
分

会
場　
甑
葉
プ
ラ
ザ

■
問
合
せ
／
（
一
社
）
北
村
山
地
区
医

師
会
事
務
局 

☎
（55）
２
８
１
０

「
春
の
膳
」
食
事
会

　
市
郷
土
料
理
を
楽
し
む
会
の
料
理
提

供
で
す
。

　
本
漆
塗
り
の
お
膳
と
器
で
郷
土
料
理

を
楽
し
め
ま
す
。
座
る
の
に
不
自
由
な

方
は
椅
子
を
準
備
し
ま
す
の
で
申
込
み

の
際
に
お
伝
え
く
だ
さ
い
。定
員
40
名
。

日
時　
5
月
19
日

（金）
午
前
11
時
30
分
～

会
場　
農
村
伝
承
の
家

参
加
費　
２
、
０
０
０
円

申
込
期
限　
5
月
11
日

（木）

■
問
合
せ
／
農
村
文
化
保
存
伝
承
館　

 

☎
（53）
３
２
７
７

Ｄ
Ｔ
Ｐ
入
門
講
座

　

グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ン
ソ
フ
ト

タ
ー
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
そ
の
際
、

投
棄
者
名
や
車
両
番
号
な
ど
が
分
か
る

と
早
期
解
決
に
つ
な
が
り
ま
す
。

■
問
合
せ
／
村
山
総
合
支
庁
環
境
課

　
　
☎
０
２
３
（
６
２
１
）
８
４
２
７

笑
顔
で
実
践

新
緑
さ
わ
や
か
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ

　
４
月
か
ら
５
月
は
「
エ
コ
通
勤
・
エ

コ
ド
ラ
イ
ブ
推
進
県
民
運
動
」
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
徒
歩
や
自
転
車
、
相
乗

り
通
勤
な
ど
の
エ
コ
通
勤
や
エ
コ
ド
ラ

イ
ブ
な
ど
環
境
に
配
慮
し
た
運
転
を
心

が
け
ま
し
ょ
う
。

■
問
合
せ
／
県
環
境
部
環
境
企
画
課

 

☎
０
２
３
（
６
３
０
）
２
３
３
６

平
成
29
年
度
自
動
車
税
の
納
税

　
自
動
車
税
の
納
期
限
は
5
月
31
日

（水）

で
す
。
お
近
く
の
金
融
機
関
、
郵
便

局
、
各
総
合
支
庁
税
務
担
当
課
、
コ
ン

ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
の
ほ
か
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
ク
レ
ジ
ッ
ト

カ
ー
ド
で
も
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

忘
れ
ず
に
期
限
ま
で
納
め
ま
し
ょ
う
。

■
問
合
せ
／
村
山
総
合
支
庁
課
税
課

　
　
☎
０
２
３
（
６
２
１
）
８
２
５
６
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お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

MURAYAMA HotNews

　学習意欲のある中学1、2年生を対象に毎週月曜日の午後4時から6時まで
の2時間、ボランティアの先生による学習会「むらやま未来塾」を開催して
います。学習会をお手伝いしてくれる大学生や地域の方々を募集します。
詳しくはお問い合せください。
■問合せ／学校教育課学事係　☎内線326

むらやま未来塾�学習支援員募集

　さくらんぼサポーター事業とは、農作業体験を希望するサポーターと、
収穫・選別作業などの手助けを必要としている農家を結び付ける援農事業
です。受け入れていただける農家の方には、作業報酬の代わりにサポー
ターの宿泊費を負担していただきます。
受入予定期間　6月中旬～7月上旬
申込期限　5月19日(金)
■問合せ／農林課6次産業係　☎内線257

さくらんぼサポーター受入農家募集

　吉村知事と車座になって、地域の元気創出策などについて意見交換しま
せんか。ぜひ、ご参加ください。
　なお、申込多数の場合は参加を調整します。
日時　６月21日（水）午後４時～６時
会場　甑葉プラザ
対象者　村山市民もしくは村山市に通勤・通学している15歳以上45歳以下の方
申込方法　氏名、年齢、住所、電話番号、勤務先（学校名）、地域の課題
　　　　　を村山総合支庁総務課へ電話またはＦＡＸ、電子メールで提出
　　　　　※託児を希望する方は、事前に申込みが必要です。
申込期限　５月19日（金）
■問合せ／村山総合支庁総務課
　　　　　☎ 023（621）8106
　　　　　FAX 023（624）3056
　　　　　メールアドレス　ymurayamasomu@pref.yamagata.jp

知事と若者の地域創生ミーティング

　７月28日から８月10日まで、バリー市を訪問し、現地でのホーム
ステイなど交流を行う訪問団員を募集します。定員12名。
対象　市内在住の中学生・高校生
募集条件
①事前研修会に参加できる方（６月から７月に４回、２時間程度）
②来年、バリー市からの青少年訪問団のホームステイ受入れが可能な方
参考負担金　平成27年は18万円
応募方法　 応募の理由を800字以内の作文にまとめ申込書と一緒に生

涯学習課へ提出
応募期限　5月15日（月）
■問合せ／村山市青少年育成国際交流委員会YEC事務局（中山）
　　　　　☎090（1371）9941
　　　　　または生涯学習課生涯学習係　☎内線331

中学生・高校生のカナダ�バリー市訪問団員を募集

５月無料体験学習

　上記期間中、公文の学習を
４回無料で体験できます。

受 付 中
●教科 算数・数学／英語／国語

学習期間
５/18（木）～５月31日（水）

村
山
市
長
杯
　股
旅
舞
踊
全
国
大
会

第
14
回
羽
州
街
道
楯
岡
宿
大
会

■
日
時
　
７
月
23
日
（日）
　
午
前
10
時
〜

■
会
場
　
村
山
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル

　
前
売
入
場
券
２
、
０
０
０
円
は
道
の
駅
む
ら
や
ま
、
ク
ア
ハ
ウ
ス
碁
点
、
村
山
市
民
会
館

　
に
て
販
売
。
指
定
席
券
２
、
５
０
０
円
の
問
い
合
わ
せ
は
事
務
局
へ
。

■
事
務
局
　
村
山
市
楯
岡
楯
２

－

24

　
田
中
　
☎
０
９
０
（
５
３
５
２
）
６
７
２
４

広
告

広
告
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村
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市
総
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〒
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形
県

村
山

市
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央
一

丁
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0237（
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刷
/中

央
印

刷
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村
山

支
店

※住民基本台帳法の一部改正に伴い、日本人と外国人の合計数になります。
村山市の人口（4月1日現在）：25,000人 男：12,110人 女：12,890人 世帯数：8,233戸

SH
IM
IN

N
O
T
O
M
O

6月には市民体育館で事前合宿を開催

〟

ゴ
ー
ル
デ
ン
ガ
ー
ル
ズ
〟

ブ
ル
ガ
リ
ア
新
体
操
ナ
シ
ョ
ナ
ル
チ
ー
ム

ニュース

ブルガリア新体操チームを
　　　　　　　�����応援しよう！

団
体
総
合
戦

メ
ダ
ル
！

金

フ
ー
プ
団
体
戦

メ
ダ
ル
！

銀

　

新
体
操
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
イ
タ
リ

ア
・
ペ
サ
ロ
大
会
が
、
4
月
7
日
か
ら

９
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
ブ
ル
ガ
リ
ア
新
体
操
チ
ー
ム
は
、
リ

オ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
銅
メ
ダ
ル
チ
ー
ム
か

ら
メ
ン
バ
ー
を
一
新
。
難
し
い
連
係
を

ほ
ぼ
ミ
ス
な
く
行
い
、
団
体
総
合
戦
で

金
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
ま
し
た
（
2
位 

イ
タ
リ
ア
、
3
位 

ウ
ク
ラ
イ
ナ
）
。

　
ロ
ー
プ
と
ボ
ー
ル
を
使
っ
た
競
技
も

非
常
に
難
易
度
が
高
く
、
工
夫
が
あ
っ

た
と
称
賛
さ
れ
ま
し
た
。

　
次
の
大
会
は
、
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
ブ

ル
ガ
リ
ア
・
ソ
フ
ィ
ア
大
会
で
す
。
自

国
で
の
開
催
と
な
り
、
ブ
ル
ガ
リ
ア
新

体
操
チ
ー
ム
は
連
続
金
メ
ダ
ル
獲
得
を

目
指
し
て
い
ま
す
。

<東京オリンピック・パラリンピック　ホストタウン登録　ブルガリア新体操特集＞

↑
金
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
た
選
手
の
皆
さ
ん
。

　
ブ
ル
ガ
リ
ア
・
ソ
フ
ィ
ア
大
会
は
5
月

　
5
日
か
ら
7
日
に
開
催
。

　13メートル四方のフロアーマットでロープ(縄)・フープ(輪)・ボー
ル・クラブ(こん棒)・リボンの5種類の手具を使って音楽に合わせて
演技を行います。1人で行う個人総合種目と5人で行う団体種目があ
り、音楽に合わせたリズミカルな動き、力強さ、スピード、柔軟性が
必要な競技です。新体操選手はその美しさと芸術性を競い合います。
一番の見どころはスピード感あふれる巧みな手具操作です。

新体操ってどんな競技？

リボン（団体） クラブ（個人）

6月開催の事前合宿

ROSECAMP
のぼり旗で応援しよう！

ローズキャンプ

　ＲＯＳＥＣＡＭＰ開催委員会
では、ブルガリア新体操チーム
を応援・ＰＲするため、のぼり
旗を製作しました。のぼり旗を
購入して一緒に支援してくれる方を募集します。
※売上金はＲＯＳＥＣＡＭＰ運営に活用します。
価格　1本:1,600円　5本セット:7,500円
　　　ポール付、150本限定
販売窓口　（一社）市観光物産協会　☎ (53)1351

市ホームページは
こちらから→

市観光アプリは
こちらから→

■問合せ／
東京オリンピック・パラリンピック推進室
　　　　　　　　　　　　　　☎内線362

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
イ
タ
リ
ア
大
会
で


